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慢性腎臓病の発症予防や早期発見に向けて 

「CKD リスクチェック」の提供を開始 

～将来の透析患者数の増加を抑え、医療費の削減に貢献する～ 

  

 ノーリツ鋼機株式会社（代表取締役社長 CEO：西本博嗣、東京都港区）の子会社であるＮＫメディ

コ株式会社（以下、ＮＫメディコ）（代表取締役社長：富永朋、東京都港区）は、慢性腎臓病（以下、

CKD）の発症予防や早期発見のためのリスク検査「CKD リスクチェック」の提供を開始することとな

りましたので、お知らせ致します。 

 

１． 背景 

CKD（Chronic kidney disease）は 1 つの病気の名前ではなく、腎臓の働きが徐々に低下していくさま

ざまな腎臓病の総称です。腎臓の障害が進行して腎臓の機能が果たせなくなる「腎不全」の患者数が

世界的に増えていることや、CKD は脳卒中や心筋梗塞などの心血管疾患発症の危険性が極めて高いこ

とから、予防啓発に積極的に取り組むために提唱された呼び名です*1。 

現在、日本では約 1,330 万人が CKD と推計されており、これは成人 8 人に 1 人にあたります*2。新

たな国民病とも言われており、厚生労働省や日本腎臓学会など関係団体でもその対策が進められてい

ます。 

もし CKD を治療せず放置しておくと、最悪の場合は腎不全となり、人工透析が必要となる末期腎不

全に至ることもあります。さらに、CKD は末期腎不全の危険因子だけでなく、脳卒中や心筋梗塞など

の心血管疾患の強い危険因子であることもわかってきています。 

また、透析患者数は 2014 年 12 月には 32 万人に達しています*3。高齢化の進行とともに患者数は年々

増加傾向にあり、毎年 3 万人以上の方が新たに透析を導入されています。透析の医療費は 1 人あたり

年間 500～600 万円を要しますが、この負担は医療費の公的助成制度により国・都道府県・市町村・健

保組合が行うこととなり、医療費の増加に直結しております*4。 

一方で、CKD は、医療の進歩により、生活習慣の改善や早期から適切な治療を受けることで、その

発症や末期腎不全への進行を減らすことができる疾患です。 

ＮＫメディコでは「健康で豊かな社会生活に貢献する、新しい医療を提案」することをビジョンに

掲げ、2012 年より脳梗塞・心筋梗塞の発症リスク検査「LOX-index®検査」を展開するなど、医療機関

を始めとする様々なステークホルダーと共に予防医療の推進に取り組んできました。 

このたびＮＫメディコは、更なる予防医療の推進に貢献し得る新しい検査項目として、CKD の予防

や早期発見を目的としたリスク検査「CKD リスクチェック」の提供を開始致します。「LOX-index®検
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査」を既に取り扱っている健診・人間ドック実施医療機関を中心に、現在受け入れ態勢を整えており、

2016 年 9 月 1 日より、検体受付・測定を開始致します。 

 

２． CKD リスクチェックの概要 

 「CKD リスクチェック」は、「L-FABP（エルファブ）」と「尿中アルブミン」を組み合わせることに

より、腎臓の機能が正常であるかを調べ、これまでよりも早期に CKD のリスクを判別することができ

る尿検査です。 

 現在、一般的な健康診断では試験紙法による尿蛋白や、血清クレアチニン値から計算する eGFR が

実施されていますが、いずれも腎臓の機能障害がある程度進んでから（CKD ステージ 2 以降）でない

と CKD を発見することが難しい状況です。 

 一方、「L-FABP」は腎臓の虚血による尿細管障害を反映しているため、腎機能の障害をより早い段

階から捉えることができます。「CKD リスクチェック」は、この「L-FABP」と現在の CKD 診断のゴー

ルデンスタンダードで、腎臓の糸球体障害を反映している「尿中アルブミン」を組み合わせることで、

より早期かつ正確に腎機能の低下を把握し、高精度にリスク群を判別できることができる検査です。 

※CKD リスクチェックの詳細は別紙にてご確認ください。 

 

３． 今後の取り組み 

 ＮＫメディコでは「CKD リスクチェック」や「LOX-index®」など、重大な疾患の発症リスクを早期

に発見し、予防に繋げる検査の提供に取り組んでいます。今後も様々な大学および研究機関との共同

研究を引き続き進めていき、予測できる疾患を増やし、且つ測定の迅速化を図ってまいります。 

 ＮＫメディコでは、これからも病気の予測から始まる新しい医療を、医療機関を始め予防医療の様々

なステークホルダーと共に推進してまいります。 

 

※出典元 

*1,*2,*3,*4 生活習慣病からの新規透析導入患者の減少に向けた提言（日本腎臓学会編） 
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（別紙）「CKD リスクチェック」について 

 

○ CKD の発症と進行の概念 

尿蛋白や eGFR は、腎機能障害がある程度進んでからでないと CKD を発見することが 

難しいこと言われております。 

 

 

○ 「CKD リスクチェック」検査のメカニズム 

「CKD リスクチェック」は、「L-FABP」と現在の CKD 診断のゴールデンスタンダードで、

腎臓の糸球体障害を反映している「尿中アルブミン」を組み合わせることで、より早期か

つ正確に腎機能の低下を把握し、高精度にリスク群を判別できることができます。 
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○ 数値のみでなく、独自のコメントを付加した報告書により、慢性腎臓病のリスクをわかり

やすい形で、報告書として提供します。 

 

以 上 


